
別紙様式１(日本工業規格Ａ４縦型)                     資料２－２  
                平成１８年度再チャレンジ支援地域モデル事業計画書 
 

                     都道府県・政令指定都市     栃木県    
 
事業計画（１．事業の全体像）  中間報告（実施内容・結果、自己評価） 
(事業の名称）  
 とちぎ女性の再チャレンジ支援プラン  
 ◆   栃木県、パルティとちぎ男女共同参画  
   センターが核となり、関係機関等と連携  
   を図りながら、子育て中の女性等の多様  
   なニーズに応じた再就職・再就業支援を  
   行う。  
 
(事業実施主体・連携協力機関等）  
 １  事業実施主体  
     栃木県、パルティとちぎ男女共同参画  
   センター  
 ２  主な連携協力機関等(予定) 
  (1)再就職支援等： とちぎ就職支援セン  
     ター(４労政事務所にブランチ機能)、  
     ハローワーク〔栃木労働局〕(県内13 
     事務所)、２１世紀職業財団  
  (2)職業訓練： 栃木県高等産業技術学校  
     (県内３校)、雇用・能力開発機構  
  (3)両立支援： ２１世紀職業財団  
  (4)起業： 栃木県産業振興センター、栃  
     木県商工会連合会等の産業経済団体  
  (5)農業分野： 栃木県農業振興事務所(県  
     内８事務所)、栃木県農業会議  
  (6)ボランティア・ＮＰＯ：とちぎボラン  
     ティアＮＰＯセンター  
 
(主な事業実施場所）  
 ■  県全域で実施  
   ◆再チャレンジ支援情報の提供  
   ○支援サイトによる情報提供  
       ・各支援機関の支援情報をワンスト  
         ップサービスで提供  
     ○女性が気軽に立ち寄れる場所  
        ・地域子育て支援センター、子育てサ  
          ロン、子育てサークル、ファミリー  
          サポートセンター、大型スーパー等  
 
   ◆身近な場所における出前相談  
     市町村男女共同参画センターや公民館等  
 
 
 
 
 
 
 
   ◆再チャレンジアドバイザーによる相談  
     パルティとちぎ男女共同参画センター  
 
 
   ◆再チャレンジの希望活動段階に応じた各種  
     講座・相談の実施  
   ◆各支援機関で実施  
     ○再就職準備・支援  ○職業訓練  
     ○両立支援  ○起業  ○農業分野  
     ○ＮＰＯ  
 
(実施にあたり組織する会議、協議会、組織等）
 ◆チャレンジネットワーク会議  
   ○構成機関(予定) 
     栃木県、 パルティとちぎ男女共同参  

画センター、とちぎ就職支援センター、

→  ◆  主な連携協力機関等について  
    (1)再就職支援等  
       ○県内ハローワーク  
       ○ジョブカフェとちぎ (とちぎ就職  
         支援センター ) 
       ○（財）２１世紀職業財団  
    (2)職業訓練  
       ○栃木県高等産業技術学校  
       ○（財）雇用・能力開発機構  
    (3)両立支援  
       ○（財）２１世紀職業財団  
    (4)起業  
       ○（財）栃木県産業振興センター  
       ○県内商工会議所  
       ○栃木県商工会連合会、県内商工会  
    (5)農業分野  
       ○県農務部経営技術課  
    (6)ボランティア・ＮＰＯ  
       ○とちぎボランティア・ＮＰＯセン  
         ター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→  ◆「とちぎ女性のチャレンジ支援サイト」
     を２月１日に開設した。  
     ・再就職や起業、地域活動をはじめ、  
    様々な分野にチャレンジしたい女性  
       が必要な情報をインターネット上で  
       効率的に入手できるよう総合的な支  
       援情報を集めたサイトを開設。  
 
→  ◆「女性の再チャレンジ支援出前相談」  
     を９月から実施した。  
     ・県内７市の男女共同参画センター・  
       地域子育て支援センター及び大型百  
       貨店等に女性のキャリアカウンセラ  
       ーが出向いて相談・情報提供を行っ  
       た。一部の相談には託児サービスも  
       実施した。  
 
→  ◆パルティとちぎ男女共同参画センター  
     において、キャリアアドバイザーによ  
     就職・再就職相談を４月から実施した。  
 
→  ◆相談内容に応じて各支援機関への橋渡  
     しを行った。  
 
 
 
 
 
 
→  ◆女性のチャレンジ支援ネットワーク  
     会議  
    (目的 ) 

栃木県及びパルティとちぎ男女共同参



     栃木労働局、栃木県高等産業技術学校、
     雇用・能力開発機構、２１世紀職業財団、
     栃木県産業振興センター、栃木県商工  
     会議所連合会、栃木県商工会連合会、  
     栃木県中小企業団体中央会、栃木県農  
     業振興事務所、栃木県農業会議、とち  
     ぎボランティアＮＰＯセンター  
   ○目的  
     再就職・起業・ＮＰＯ等への就業を支  
     援する施策等の調整  

     画センターが県内女性のチャレンジ支  
     援を行っていくにあたり、関係機関・  
     団体等の相互連携、情報の一元化及び  
     相談のワンストップ化をはかるための  
     意見交換・情報交換等を行い、継続的  
     な支援体制を整備・確立する。  
 
    (構成機関 ) 
    とちぎボランティアＮＰＯセンター、  
   (福）栃木県社会福祉協議会、（財）栃
   木県産業振興センター、宇都宮商工会  
     議所、栃木県商工会連合会、栃木県中  
     小企業団体中央会、栃木労働局職業安  
     定部職業安定課、ジョブカフェとちぎ  
      (とちぎ就職支援ター)、(財）21世紀  
     職業財団栃木事務所、栃木県県央高等  
     産業技術学校、 (独）雇用・能力開発  
     機構栃木センター、栃木県農務部経営  
     技術課、（財）とちぎ男女共同参画財  
     団(パルティとちぎ男女共同参画セン  
     ター)、栃木県生活環境部女性青少年  
     課  
 
    ※別添１「とちぎ女性の再チャレンジ  
   支援プラン」概要図を参照  

事業計画（２．事業のねらい・特色） 中間報告（実施内容・結果、自己評価）

 

(事業の目的と現状）  
 ◆本県の女性の就業状況  
   ○   本県における25～54歳の女性416 
   千人のうち無業者は135千人。そのう  
     ち就業希望者は79千人いるが、その  
     6割である47千人が求職活動を行っ  
     ていない。  
   ○   本県は、全国に比べて、雇用者にお  
     ける女性の正規職員・従業員の構成比  
     が低く、また、専門的知識や技能を活  
     かした就業意欲が低い。  
 
(参加対象女性層、人数等）  
 ◆参加対象女性層は25～54歳の女性無業  
   者135千人のうち就業希望者79千人  
 
(女性が支援を受けやすくするための工夫等）
 ◆支援サイトによる情報提供  
     再チャレンジ支援マップの掲載による  
   自分のニーズや活動段階の確認  
 
 
 
 
 ◆女性が気軽に立ち寄れる場所での情報提供
     地域子育て支援センター、子育てサロ  
   ン、子育てサークル、ファミリーサポー  
   トセンター、大型スーパー等において、  
   子育て支援情報と再チャレンジ支援情報  
   の一体的提供  
 ◆身近な場所における出前相談  
   ○  市町村 (市男女共同参画センター )、  
     NPO等と連携・共同した情報提供・  
     相談の実施  
   ○   相談者に対する処方箋を作成し、支  
     援機関への確実な橋渡しと適切なフォ  
     ローアップを行う  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
→  ◆女性のチャレンジ支援サイトを開設  
   【課題等】  
    ○   自分のニーズや活動段階に応じて  
      次のステップがわかるようなフロー  
      チャート図を再チャレンジ支援マッ  
      プとして作成し、掲載する予定。  
 
→  ◆「女性の再チャレンジ支援出前相談」  
    を県内７市の男女共同参画センター・  
    地域子育てセンターや大型百貨店におい  
    て実施。  
    ※別添２「女性の再チャレンジ出前  
   相談」チラシ参照  
 
   【課題等】  
    ○   子育て中の女性の日常行動範囲内  
       (市町村の地域子育て支援センター、  
      ・保健福祉センター、大型百貨店 ) 
      において出前相談を行った場合には  
      利用者数が多かった。  
    ○   出前相談の広報については、出前  
      相談チラシの配布・新聞広告・市広  
      報への掲載が有効であった。  
        相談チラシについては、子育て応  
      援ボランティア等と連携し、子育て  

中女性の手に直接渡るような工夫が



       必要。市町村広報については、乳幼  
      児検診や予防接種等のお知らせと一  
      緒に掲載し、できるだけ子育て中の  
      女性の目に触れるようにすると効果  
      的だった。  
    ○   相談内容に応じて各支援機関の相  
      談窓口や講座・イベントなど、支援  
      メニューの紹介を行ったが、相談者  
      に対する処方箋を作成し、支援機関  
      へ橋渡しすることについては、今後  
      女性のチャレンジ支援ネットワーク  
      会議の中で議論していく。  

(事業の成果目標・評価への考え方）  
 ◆  事業利用者数  
   ○  再就職支援・キャリアアップ講座、起業家  
     支援セミナー等              400名  
   ○  再チャレンジアドバイザー相談事業    300名  
                       (合計)    700名  
 
 ◆  事業利用者再就職者数・起業者数  
  ○ 再就職者数                  100名  
  ○ 起業者数(グループ含む)       10 

→ ◆事業利用者数  
    ○ 再就職支援・キャリアアップ講座、起業家  
     支援セミナー等    338名(H19.1月末) 
    ○ 相談事業        259名(H19.1月末) 
                (合計) 597名(H19.1月末) 
 
→ ◆事業利用者再就職者数・起業者数  
    ○ 再就職者数                 8名  
    ○ 起業者数(グループ含む)     0 
 
   【課題等】  
    ○  市町村等への出前相談においては、  
     １～５年後に再就職を考えている方が  
    多く見られたことから、６か月～１年  
     の期間で再就職に結びつけるのは難し  
     い。その後、どのようにステップアッ  
     プに繋げていったかをアンケートで追  
     跡調査する必要がある。  
    ○  出前相談だけでは、単にモチベーシ  
     ョンを上げるだけになってしまうため、  
     他の支援機関のメニューに効果的に引  
     き渡しできるような仕組みづくりが必  
     要。また、子育て支援情報については、  
     地域によって支援メニューの違いがあ  
     るため、市町村の男女共同参画課・子  
     育て支援課と一体となって情報を整理  
     することが必要。  

事業計画（３．年間スケジュール）  中間報告（実施内容・結果、自己評価）

 

 ◆情報提供  
  ○支援サイト  
    ・10月から開設  
  ○地域での情報提供  
    ・７月中旬から情報提供  
 
 ◆相談事業  
  ○アドバイザー相談事業  
    ・４月から実施  
  ○アドバイザー養成  
   ・４月から９月まで受講  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆セミナー、講座等  
  ○再就職支援講座  
  ○キャリアアップ講座  
  ○起業家育成セミナー  

→ ◆情報提供等
  ○支援サイト  
    ・「とちぎ女性の再チャレンジ支援サイ
      ト」を２月１日に開設  
  ○地域での情報提供  
    ・出前相談において情報を提供  
→ ◆相談事業  
 ○パルティにおける相談事業  
   ・４月から実施  
   ・相談件数113件(来所88件、電話25件) 
   ・再就職人数8件  
 ○再チャレンジ出前相談  
   ・９月から県内７市の男女共同参画セン  
     ターや市町村地域子育て支援センター  
     大型百貨店において実施  
   ・相談回数71回(9月～1月、5か月間) 
   ・相談者数146人  
    ※別添３「再チャレンジ出前相談実施  
   状況（９～１月累計）」参照  
  ○キャリアカウンセラー養成  
    ・パルティのプロパー職員１名  
→ ◆セミナー、講座等  
○女性のための再就職準備セミナー  
  ７月12・13日               参加者14名  
  11月29・30日               参加者 8名  
○再就職支援セミナー  
・パソコン初級平日コース(全10回)



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆その他  
  ○ネットワーク会議の開催  
    ・４月、６月、８月に開催  
  ○チャレンジ支援フォーラムの開催  
   ・１月に開催  
  ○チャレンジサポーター制度  
   ・１月に運用開始  

                             参加者20名  
  ・パソコン初級土日コース(全 5回) 
                             参加者20名  
  ・MOS検定ワードコース(全10回) 
                             参加者13名  
  ・MOS検定エクセルコース(全10回) 
                             参加者15名  
○子育てママの自分時間(全4回) 
                             参加者24名  
○子育てママの育児・育自講座(全5回) 
                             参加者24名  
○女性のための起業支援セミナー  
                             参加者50名  
→ ◆その他  
○女性のチャレンジ支援ネットワーク会議  
  の開催  
  ・５月31日  
  ・８月18日  
  ・３月に開催予定  
○女性の再チャレンジ支援フォーラム  
  ・１月20日開催             参加者150名
○女性の再チャレンジサポーター制度  
  ・年度中制度立ち上げに向けて準備中  

事業計画（４．事業の連携体制）  

 

(関係支援機関等との連携方法、役割分担）
 １   関係支援機関等との連携方法  
   ○ネットワーク会議の開催  ○支援サイ  
     トの開設  ○再チャレンジ支援マップ  
     の作成   ○相談者に対する処方箋の作  
     成  
 ２   役割分担  
   ■事業実施主体  
     ◆栃木県  
       ○チャレンジネットワーク会議の運営  
       ○チャレンジ支援サイトの開設  
       ○チャレンジフォーラムの開催  
     ◆パルティとちぎ男女共同参画センター  
    ○再チャレンジに関する総合相談  
       ○希望や活動段階に合わせた橋渡しと  
         フォローアップ  
       ○各種再チャレンジ支援関連講座の  
         実施  
         ・キャリアアップ講座  
         ・再就職支援セミナー  
         ・起業支援セミナーの開催  
       ○再チャレンジサポーター制度の運営  
         ・再就職者、起業者及び男女共同  
           参画を推進する企業等がロール  
           モデルやメンターとなって再チ  
           ャレンジする人をサポート  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ■連携協力機関等(予定) 
     ◆とちぎ就職支援センター  
       ・キャリアカウンセラー等による専  
         門相談や就職活動、スキルアップ  
         へのアドバイス(４労政事務所にブ  
         ランチ機能) 
 
     ◆ハローワーク職業相談及び紹介(県内  
       13事務所) 
       ・再就職準備のための情報提供やセ

 
 
 
 
 
 
 
→ ◆栃木県とパルティとちぎ男女共同参画  
     センターにおける役割分担  
     ○栃木県  
       ・女性のチャレンジ支援ネットワー  
         ク会議の運営  
       ・とちぎ女性の再チャレンジ支援  
         サイトの開設  
       ・女性の再チャレンジ支援フォー  
         ラムの開催  
       ・再チャレンジ支援サポーター制度  
         の立ち上げ・運営  
       ・再チャレンジ出前相談 (市町村・百  
         貨店等 ) 
     ○パルティとちぎ男女共同参画センター  
       ・各種再チャレンジ支援講座の実施  
       ・就職・再就職相談  
      ※県の「再チャレンジ出前相談」と  
        パルティの「就職・再就職相談」  
        の役割分担について  
        就職相談者を３段階に分け、就職  
        するのに比較的軽い制約条件のあ  
        る第１段階の方を出前相談の対象  
        とし、就職するのに重い制約条件  
        のある第２～３段階に該当する方  
        は、パルティに紹介しきめ細かな  
        相談を行うこととしている。  
 
→ ◆連携協力機関における役割分担につい  
     て  
     ○とちぎ就職支援センター  
       概ね35歳までの方の就職支援  
       ・キャリアカウンセラー等による専  
         門相談や就職活動、スキルアップ  
         へのアドバイス  
     ○県内ハローワーク  
       ・職業相談・職業紹介  

・職業に関する情報提供  



         ミナー等の実施  
     ◆２１世紀職業財団  
       ・仕事との両立に役立つ育児等に係  
         る各種サービスに関する情報提供  
     ◆栃木県高等産業技術学校  
       ・新たな職業に就こうとする人の能  
         力開発のため職業訓練の実施(県内  
         ３校) 
     ◆雇用・能力開発機構  
       ・離・転職者で再就職を希望する人  
         を対象として、新たな職業に必要  
         な基礎的知識・技能を習得するた  
         めの職業訓練の実施  
     ◆栃木県商工会議所連合合会、栃木県  
       商工会連合会、栃木県中小企業団体  
       中央会  
       ・創業塾の開催等  
     ◆栃木県産業振興センター  
       ・創業支援(専門的な相談) 
     ◆栃木県農業振興事務所  
       ・起業等に対する支援(県内８事務所) 
     ◆栃木県農業会議  
       ・農業法人への就職支援  
     ◆とちぎボランティアＮＰＯセンター 
              ・NPOマネジメント研修・相談  

       ・個別専門的な就職支援  
     ○２１世紀職業財団栃木事務所  
       ・再就職準備のための情報提供や  
         セミナー等の実施  
       ・仕事との両立に役立つ育児等に  
         関するサービス情報の提供  
     ○栃木県高等産業技術学校・雇用能力  
       開発機構栃木センター  
       ・求職者の再就職促進のための職業  
         訓練等  
     ○商工会議所・栃木県県商工会連合  
       会・各商工会  
       ・経営の相談  
       ・事業資金の相談  
       ・創業塾等各種講座・セミナーの  
         開催  
     ○栃木県中小企業団体中央会  
       ・企業組合を活用した創業支援  
     ○栃木県産業振興センター  
        ・起業に向けた総合的支援  
      ○栃木県社会福祉協議会  
        ・福祉分野の総合的支援  
      ○栃木県農務部経営技術課  
        ・農業分野における起業等に関する支  
          援、新規就農支援  
      ○とちぎボランティアＮＰＯセンター 
       ・ＮＰＯの紹介  
       ・設立アドバイス  
 
    ※別添４「女性の再チャレンジ支援  
   相談業務」のイメージ図を参照  

５．翌年度事業への考え方   (1)  出前相談  
    子育て中の女性が利用する市町村の地域子育て支援セン  
    ターや保健センターにおいて実施。乳幼児検診や子育て  
    サロン実施日に合わせる。  
 
 (2)  情報の提供  
    ①  出前相談実施市町村子育て支援課・労働行政課との  
      連携による子育て支援・再就職支援情報の提供  
    ②  チャレンジ支援ネットワーク会議  
      ・  各構成機関の実施する各種講座やイベント情報の  
        包括的な提供  
      ・再チャレンジルートマップを作成し、情報提供  
    ③  再チャレンジ応援サロンの開催  
      ◆再チャレンジサポーターからのエールや先輩ママの  
        体験談  
        ・子どもの預け先さがし  
        ・子どもとのかかわり方  
        ・パートナーと協力し合うコツ  
        ・ストレス解消法  
    ④女性の再チャレンジ支援サイトの充実  
      ◆再チャレンジモデル事例の掲載  
      ◆地域の子育て情報とのリンク  
    ⑤女性の起業家支援  
      ◆女性起業家(これから起業しようとする女性を含む) 
        による交流会の開催  
      ◆県産業振興センター、商工団体、NPOボランティアセ  
        ンターなどチャレンジ支援ネットワーク構成機関との  
        共同企画による女性起業家支援セミナーの開催  

６．担当部課等  

 

  (所在地）宇都宮市塙田１－１－２０
  (部課室）栃木県生活環境部女性青少年課男女共同参画担当  
  (担当者）主幹  水沼  一郎  
           主査  佐藤  英佐  
 注）１ 分量は、Ａ４版２～３枚程度でお願いします。 
     ２ 参考資料があれば添付してください 
 
 







相談会開催数 71 回 （ う ち 託 児 付 40 回 ）
相談件数 件
託児人数 51 件 （ 60 名 ）

＜属性別集計＞

年齢別

宇 真 日 那 栃 足 小 百
0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 1 0 1 0 0 1
4 3 3 5 1 2 1 9
8 5 5 10 3 7 3 13
8 7 4 1 4 2 1 12
0 0 0 3 1 0 0 4
0 0 0 2 1 1 0 6
0 0 0 0 0 0 0 3
20 16 13 21 11 12 5 48

平均年齢 歳

相談会場別

地区名 うち託児有

宇都宮 8 6
真岡 8 4
日光 10 6
那須塩原 10 6
栃木 10 6
足利 10 6

10 6
百貨店等 5 0
合計 71 40

相談内容別 (複数回答)

宇 真 日 那 栃 足 小 百
18 16 13 18 10 10 5 35
15 10 4 11 8 6 2 18
11 8 5 12 5 4 2 16
3 2 2 1 2 2 1 0
4 1 2 4 3 0 0 1
1 0 0 3 1 1 0 3
1 0 0 0 0 0 0 1

33.9

託児人数全体比

19.2%

100.0%

7.5%

54

911.0%
1313.7%

5小山

100.0% 60人

4
0

100.0%

8.9%

8.2% 11.7%

32.9% 0.0%
3.4%

10
10
7

6.7%

16.7%
7.5% 11.7%
14.4%

7

15.0%
16.7%

全体比

21.7%

開催数

20

相談者数

146人

12

48

21
11

16
13

７ その他 2

63

集計区分 件数

２ 仕事と家庭の両立について 74

1.4%

５ 採用面接について 15 10.3%
６ 起業について 9 6.2%

43.2%
４ 応募書類の書き方について 13 8.9%
３ 自分の適性・ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟについて

比率

１ 再就職について 125 85.6%
50.7%

再チャレンジ出前相談実施状況(９～１月累計）

45歳以上

19歳以下

37.0%
26.0%
5.5%

11

30～34歳

比率

合計 146人

不明 3

40～44歳
3835～39歳
8

146

4
28

集計区分 人数

20～24歳
25～29歳

0 0.0%
2.7%

 　FKDショッピングプラザ宇都宮店      37件
   東武宇都宮百貨店 　 　  　　　　  　    7件
　 足利市消費生活展 「赤ちゃん祭り」   4件






